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I はじめに
199 
今回， 第15回音楽教育国際会議が，英国ブリストル市で開催されること になり，団長には，
千葉教育大学石黒一郎教授（前回ヨー ロッパ音楽祭めぐりでご一緒）その他65名の音楽教育者
と共に参加する機会を得た。第13回はカナダ，第14回はポーランドで催されたが，私は昭和44
年に日本音楽学会員となって， 初めての出席である。
『音楽と音楽教育における伝統と変化Jという総主題及び「社会における音楽と音楽専門教
育の伝統と変化」により開催された。前回の旅行の折「女人和歌連曲」信時潔作曲の組曲を持
参したが，今回は万葉の和歌を調べたいと，出発前3月休みに，日本の古都，奈良明日香路を
旅した。奈良教育大学を訪問したが， 休みで先生達にお会いすることが出来なかった。
時はまさに春，花の季節で，楼，あしび，椿，さき くさ，桃，つ h じ，山吹，すみれ，菜花
うわぎ，かたかご，よも ぎ，せり，すも 、，藤， しきみ， 沈丁香など百花欄満のかぐわしさ，
柳の芽萌ゆる風情の溢れる時であった。 西洋音楽を学び，宗教的聖歌の裡に育った私は，日本
のふるさと大和路を散策し，名跡を訪れて聖林寺の観音，秋篠寺の技芸天，浄瑠璃寺の吉祥天
などを拝観し，伝統的な日本の芸術に，新らしい感動の心情を深く覚えたO
和歌の浦に 潮満ちくれば潟を無み 芦辺をさして田鶴鳴き渡る
巨勢山の つらつら椿 つらつらに見つつ偲ばな 巨勢の春野を
苦しくも 降りく る雨か三輪崎 さぬの渡りに 家もあらな くに
三熊野の浦の木綿花百重なす心は燃えどた Jに会はぬかも
あて過ぎて 糸香の山の桜花 散らずもあらなむ帰り来るまで
青円よし 寧築のみやこは 咲く花の薫うが如く 今さかりなり
紀の国の歌曲集を口ずさみ，多くの人達と合唱した時のよろこびを思い出した。第1回全国
お母さん合唱交歓会の折， 印｛象深くきいた，奈良女声合唱団，陽声たまゆら会が， 10周年記念
演奏会に委嘱作品として発表された，女声合唱組曲，万葉の恋歌によるパラフレーズ 「たまゆ
ら幻想」 関根栄一作詩，湯Jl昭作曲と，「アイヌの子供の歌」清水修作曲の少年少女の烏の合
唱曲を持参することにして，国際音楽教育学会にのぞむことにしたのである。
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01982年7月20日（火）
ロンドンヒースロー空港に
9:30到着した。特別パス 2台
で西海岸のブリスト Jレ市へと
出発，広大な麦畑や牛馬牧場，
古城など眺望し1時間半でホ
テルホリデインに着く。
夕方1730年に建立された，
ジョン ・ウエスレー記念堂が
ある公園を歩いて，街の中央
にある， コルス トンホールの
イヴ、ニングコ ンサートに出か
I 国際会議（ISME) 
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けた。古い音楽堂は舞台の正面に300人の席があり，2,000人位の客席は満員であった。
ナショナル ・ウインドバンドと，ブリティシュ，ユース ・クワイヤーの合唱など，若い学生
達の演奏を心たのしくきいた。気温は17。位で涼しく， 緑の多い落ちついた古い港街である。
0 7月21日 （水） ①オープニングセレモニー コルス トンホール 10: 30～12: 30 
定刻， 30本のファ ンフ ァレーが高らかになり響き渡り，開会宣言がなされた。 緋色のケープ
着用のロードメイヤーを先頭に役員30名が入場する。現会長ズプリスキー氏（アルゼンチン）
は欠席し，副会長スミ ス氏（英国） が挨拶，市長殿の観迎の言葉があり，役員報告全世界66ヶ
国から会員1,350名，演奏団体50，同伴者を加えると5,000名が参集した。人口約50万の当市に，
このよう に多数が集った大会は初めてとのことである。運営面で少々不手ぎわの点もあったが，
英国人は， 男女とも言葉の音声が穏やかで，物腰も優雅で、気品があり親切で好感がもてた。
多彩なプログラムで，分科会，発表会，討宇論会，演奏会など5ヶ所で同時に進行される。英，
仏語が公用語である。全市の会場には，フリーパスで会期中何処へでもパスを利用して行ける。
① 大会 の概 要
1 9 : 00 ISME各委員会担当による，分科会 合計 15因。
2 11: 00 
3 13: 00 
4 14 : 15
5 16: 00 
6 17 : 15 
7 20: 00 
全f本会議 5回 テーマに即した，基調講演会。
ランチタイムコンサー卜 毎日 （週末をのぞく）
開催国による特別研究分科会 19回 デモンストレーション。
ティタイ ムコ ンサ トー 毎日 （週末をのぞく）
タベの礼り （各国の合唱団 ・オーケストラ参加）
夜のメ インコンサー卜 3会場で学生によるグルーフ？寅奏，オペラ上演。
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＠ イヴンソング 17: 15 毎日ブリス トルキャテドラルの，タ礼拝で行れる。
荘厳な大聖堂の，大天井にこだまする，清純なボーイソプラノで歌われる聖歌をき〉，伝統
のあるアングリカ ンチャン卜のおごそかなタ礼拝は，特別に感動を深く した。札幌に居られた，
タワーズ司祭の友達である司祭さまにお会いして，ご挨拶を申し上げた。
① 夜のコンサート 20: 00 コルストンホールであり，ブルガリアの青少年とアフ リ
カ人の踊りとドラムの演奏であった。大変な熱演で，その迫力には圧倒されるものがあった。
アルゼンチンの不参加で，代りにオース トリ アのク インテットがあり，名演奏で美しかった。
知人となった Moya,John Evans （オーストラ リア人）ご夫妻と夜更けて宿に戻る。
07月22日 （木）
＠ 分科会 コルス トンホール 9 : 00～10: 45 
発表者
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「学校における先生の音楽訓練」
ハンガリーコダイシステムについ
て，テープやビデオ等を使用して，
具体的解説があり，興味深く聞いた。
活発な質問があ り有意義な対論であ
った。後日報告誌が出版される。
① ランチタイムコ ンサー卜
東京芸術大学院生 5名による，
邦楽の古典と近代の作品が演奏され，
カナダ人の先生が，札幌に知人がい
ると話しかけられ，琴，尺八や，三
写真1 市長旧館前で筆者
味線などの楽器についてよく知って居られ 日本人は実によく勉強をすると勤勉さを指摘し驚
ろいていた。昼食後，街の有名な名所であるク リスマスステップを登り，旧市長公館の前でス
ナップを写し，記念品など買物し，歩いてホテルまで帰る。
① OPERA IN THE BEGINNING クリフ トンキャテドラル 20: 00 
夜のオペラは，約3,000人が入る，近代的な建物で，ローマカ トリックの大聖堂である。
サンフランシスコから来られた Dr Rosemary Halum 女史と一緒にタクシーで出かけ，
パースからきた女学生3名ものせであげた。郊外にあるので着いた時は，も う満席でようやく
席につく 。地元の小・ 中・高生による上演で，新らししミ演出法によるものであった。
合唱団が3，オーケス トラが2，パイプオルガンも使用され，指揮者が3名で出演者 300名
である。幕のない聖壇には，正面に鉄のパイ プが3段しつらえられ，立体的な舞台である。
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ジョン・ミルトン原作の「失楽園」のオペラで，旧約聖書から新約聖書までの物語りである。
客席の中央や両側の通路を，学生達が走り廻る。隣席の地元の幼稚園の先生， Mis Daiana 
が親切に説明をして下さる。天地創造から始まり， 現代に至るまでの，エデンの園を追われた
人類の苦悩や争いなどを画いた，大規模な長いオペラであった。 20:00～23: 00まであったの
で，夜更けて混雑の中をパスでホテルに戻る。盛りだくさんの日程で，たくさんのことを学んだ。
0 7月23日 （金） 0 Rikkyo School in England 立教英国学院訪門
かもめの鳴く声に目覚める。今日は週末を，ロンドンから南へ60kmある，南イングランドの
ラジウイック村にある，立教英国学院を訪門するために出発する。パンディングトン駅まで，
1時間電車にのり，地下鉄にのりかへ，ウオタロー駅から更に電車で40分でギルフォード駅に
つく。 7年前に次女の泉が勤めていた，立教英国学院の創立10周年記念感謝礼拝式典及び祝賀
ガーデンパーティに招待されたのである。駅で創立者である牒校長先生に，ご挨拶申し上げた。
お嬢さまと泉が同級生であった。日本からご家族と式典のためいらっしゃったと伺った。米寿
を過ぎてもわすこやかである。私の父の事なども覚えていて下さって嬉しくお話をした。
この立教学院は，海外在住の子女の教育の為に，海外で、唯一の小・中・高併設の学校であり，
1972年にサセ yクス州，ラジウイック村に設立された。東京の立教高校の海外研修の趣旨で，
発足したものである。その後，海外子女教育へと構想、が広がり，現在，小学校5年生から，中
・高3年生まで202名（男 128名女74名）を全寮制で教育をしている。
学生達は日本の文部省による制度に基いて，現校長，宇宿昌洋先生をはじめ， 22名の先生達
に，日夜寝食を共にして，静かな田園のラジゥイック村で9万坪に及ぶ広い敷地にある，古い，
本館と新しい校舎で授業をう 図2 ラジゥイック村立教英国学院本館
けている。イギリス各地から
77名，その他のヨーロッパ，
中近東，南アフリカ，及び日
本に両親が，帰国された者も
含め，38ヶ国から集っている。
2代目校長をされた Miss
Foss女史は，大阪プール女
学院に長年勤められ，ある夏
北海道にも旅行されで，網走
の聖ペテロ教会の司祭館であ
った私共の家庭に滞在された
旧知の方である。現在，入学
志願者が270名も待機してい
て，今後ますます，その要望
が増加するであろうと聞く。
1.学期は， 4月より翌年の3月までを 3学期に分けている。
2. 土・目隠日は通常開校日として在察する。学期中にハー7 ・ターム・ホリデイ（約
l週間）を設けて帰宅させている。
3. 通常の授業は，日本におけるものと同様のカリキュラムを編成している。
4.英語に関しでは，正規の授業の他に英人教師による授業を行なっている。
5. 日曜日は，交代で村の教会の礼拝に出席している。
6. 毎週1図，村の施設を利用して，乗馬・水泳・テニスを行なっている。
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Bramley Grange Hotel 
ギルフォード駅前から車で，ブラムリイ グレ ンジホテルに着く。色どりの美し い花の鉢
が，たくさんつるしである玄関を入ると，ロビーの窓から広 と々 した庭園が，森まではるかに，
続いて見渡せる。手入のよいぱらの花園や，木蔭には駒鳥や鳩が飛び廻り， 野うさ ぎやりすも
走って見える。奥まった 2階の20号室は，ロマンチッ クなピンク とブルーの小花のかべ紙で＼
白い清潔なベッ トがある。 静かなた、ずまいの木造の本館と新らしいロッヂの別棟がある。
メイン食堂の晩餐は19:30から，紅白のワインでオードブルから始まり，ホットディッ シュ，
コールドプレート，デザートに至るまで，心こめられたメニューで，ゆっ くりと暮れなずむ，
風景を眺めながら，く つろいで項く。シャンデリアも古く全てがクラ ッシッ クで静かな雰囲気
で，最高の料理は美味しく 給士のもの優しくゆき届いたもてな しに大いに満足した。
07月24日（土） ＠ 立教英国学院創立10周年記念感謝礼拝 祝賀園遊会音楽会
爽やかな朝の散歩をし，スイ トピーの花束をもとめ，向側の教会の礼拝堂でしばらく祈る。
食堂に行くと， 元立教大学総長，犬須賀先生ご夫妻にお会いし，久し振り に旧交をあた 、め，
ご一緒に食卓をかこむ。主人と同級であり，娘達も教えて戴いたのでわ話がはずんだ。御子息
が，キングスカ レッヂに居られる由である。日本からの来訪者10名の方達と， 学校からの迎え
で、20kmのラジイ ック村にむかう。鯨校長の胸像の除幕式が，昨日あったと云う通り をこして，
本館に到着。 宇宿校長ご夫妻，遠山司祭ご夫妻，今井司祭ご夫妻，MissFoss 女史等，旧知
の懐しい方と挨拶を交す。今井司祭は，私が少女の頃，仙台聖公会で聖職になられ，東京久我
山立教女学院のチャプレンをされ，カナダのトロン卜で司祭を長く勤められ，今度， ウインチ
ェスターに，煩栄女子短期大学を設立され，初代学長になられる。それぞれ年を重ねた。
記念感謝礼拝は10:00から，大天幕の中で， 570名の参列のもと厳かに挙行されたO 行列の
中に，元駐日英国大使 SirJ. Pilcher.日本公使，堤氏等も居られ，聖歌を 2度も繰返す位長
いものであった。祝詞や長年勤続者の表彰があって2時間に及ぶ式典が終了した。広いなだら
かな別館前の庭園で，賑やかな野外パーティで多く の方と語り楽しい時を過した。
音楽会は本館3階のホールで，ピアノ独奏，連弾，独唱， フルート，ヴァヨリン，チェロ
独奏など多彩なプログラムであった。音楽の専任の先生がいないので，村の英国人に個人レッ
スンを うけているそうである。来賓や両親もたく さん見えていた。学校内を視察して，宇宿先
生，東教頭先生とお話をし，記帳をし，学院の発展を心から願った。泉が親しくして戴いた英人
の家族にもお札を申し上げる。可愛らしいお嬢さまも一緒にみえた， P.ToolYご夫妻と握手し
又お会いしま しょうと云う。 別館の客間で休ませて項いて，夕刻， 村を案内してもらい宿に帰る。
07月25日（日） 聖ヤコブの日， 聖エドワー ド教会の聖餐式 8 : 00 早朝礼拝レクイエム
キャノンレモン司祭にお願いし，朝のミサに， 1913年，7月25日，私の両親の結婚記念日，
母の誕生日，父の恩師であり教母，MissPatason女史永眠の日として，お祈りをさ 、げる。
丁度日曜日に記念日が重なることを心から感謝し，戸外になく鳩の声に思わず紙に書く。
「ほろほろと鳴く 山どりの声きけば 父かと思い 母かとぞ思う 想う」 泉にみせると，
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ふと胸があっくなってきた。私のこれまでの人生の歩みの中で，すでに天に召された両親や，
主人，姉兄など懐しい愛する人達を偲び， 心からその魂の平安の為に祈りをさ、げたのである。
30名位の会衆に，日本からの旅行者として紹介される。この静かな平和なギルフォードで，
2日間の週末を過したことを感謝して挨拶をした。質素で善良な心あた、 かい人達に別れ告げ
名残りを惜しんだ。 ホテルの女主人にもお礼を云って又是非訪問したいと話を交えた後に， パ
スで、10:00ロンドンにむかう。 写真2 立教英国学院祝賀園遊会風景
途中古い村や町を通りのんびりと 量＂－＇・
した気分で珍らしい風景をめでる。 虚~
オックスフォードストリートに着 ’E 
いて，高級店のウインドーをのぞくO f 
日曜日で店は閉っている。立派な
キャベンディシュホテルで昼食をし
ティールームから，ピアノの調べが，
きこえてきたので席をかえて，ゆっ
くり聞くことにした。ユールブリ ン
ナーのような頭をした， Mr.Andrew の流麗な甘いピアノの調べに 「ショパンのピアノも，
あのような音色で弾いたかも知れないわね」と泉と話をし，かろやかなタッチの美しさに聞き
ほれた。次々とリ クエストをすると， アレンヂを入れて何曲でも弾いて下さる。民謡やら，映
画の主題も続けて楽しませて，2時間も夢のように心地よく過し，次はこのホテルに泊りま し
ようなど云って，大いにチップをはずんで帰る。 16:20発の快速電車でブリス トルにもとやった。
写真3 St EdWard’s Church前 ローマの休日ならぬ，ロンドンの休日であった。
夜，ユニコ ンホテルに招かれ，海の幸，魚、員類の
山盛りの晩餐をいた ，＇＜。夜更けて明日の資料に，
目を通し勉強，又国際会議のプログラムをみる。
いろいろの出来事があって，多勢の方にお会いし
懐しい思い出話や楽しい会合など，又新らしい知人
も出来たこと をよろこぶ。
ある方から戴いた，日本の扇子をかざしつ〉，
「廻逢いで見しや それとも分ぬ聞に…雲隠れにし
夜半の月影」（紫式部）と唄う。
日本から便りが， 届いていて，嬉しく読む。私の
留守中に，札幌聖ミカエル教会に勤務されて，四女
の結婚式をして下さった，デブンズ司祭から，電話
を戴き，泉にくれぐれも皆さんによろ しくとの伝言
があった。 明日から新らしく会議で吸収をしよう。
写真4 エパンズ先生と私 ホリデイイン
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0 7月26日 （月）
① 食堂でモヤ，ジョン，エパンズ夫妻と
共々朝食し，家族のこと，学校の音楽教育に
ついて語る。夫君はエンジニヤである。是非
オーストラリ アに来るようにと幸見切なお招き
をうけた。ご夫妻と も立派なお人柄である。
ロンドンの知人を訪門し帰国される由，又
何日かお会い出来るかも知れない。
＠分科会リット ル シアタ－ 9 : 00～ 
「音楽の学校教師の訓練」について，発表と
討論がある。
発表者 Koste Belehef (USA) Marin Przychodzinska (Poland) 
Ana Lucia Frega (Argentina) 
参加者は少数であり，女性の発表者の口調を，よく聞こうと懸命になって努力した。主旨は
音楽教師は教える技術のみでなく， 何か自分の研究テーマを持って研究し続けるべきである。
教師の有り方など，いろいろな角度から論じられ，絶えず訓練をし良い教え方を研究する。
その具体的方法論などを述べられた。主題を持ち努力し精進することこそよき教師たりうる。
「社会に於ける音楽と音楽専門教育の伝統と変化」コルストンホール 11 : 00～ 
発表者 AndrzeJ Rakowsky (Poland) Einar Solbu (Norway) 
Facgues Chailley (France) 
多数の出席者があり，隣席のフランス人やアメリカ人の女教師達と話を交し，内容について
関係のあることを協議した。各国の音楽の専門的教育の有り方を論ずる。自国の教育制度は，
各自異っていても，音楽は共通の理解し合える音の世界をもち，言葉を越えて共有し，共感出
来る点，熱心に話し合った。自国語でないもどかしさ，意のま、表現出来ないところもあった
が，勉強になった。専門的な適切な用語が浮ばず， とっさに受け答をするのに骨がおれた。
① ランチタイムコンサー ト13:30～ 写真5 ヴィクトリア ロームズ（ユニヴアー ス）
演奏団体 Central Choir of 
Stara時 er Schools (Norway) 
アフ リカから 1人参加された若い
フランスの女教師とパスで出かけた。
英国で学ばれた方であった。 英国
とノルウェー の国歌が合唱され聴衆
は起立して敬意を表す。民族衣装の
学生70名が，合唱，合奏，独唱，踊
りを繰り広げ民謡など多彩で、あった。
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0 OPERA The Rape of Lucretia シアターロイヤルホール 20: 00～23: 00 
特別席のチケットが入手出来たので，夜のオペラには盛装して出かける。 前から 5番目の列
で，両側はタキシードやイヴニングの人達である。定刻，指揮者が現われ， 中央のチェ ンパロ
を演奏しながら指揮をする。オーケストラボックスは，客席より下にあって舞台がよ く見える。
Guildhal School of Musicのオペラコースの学生達による，ダブルキャス卜で，24日， 26
日， 27日，28日と 4回上演された。 3年制の学校で， 全世界のオペラハウスに出身者を，送つ
でいる。 この夜は日本人の森本みゆき さんが出演していた。良い声の学生達の演奏であり，現
代の服装をした男女の歌手が，物語りを両側で歌い，正面の紗の幕の中で，昔の悲劇が，ロマ
ンティックに演じられる新らしい演出法である。 Drハーラム女史や，エパンズ夫妻と話した
が，あまり好評でなかった。Drハーラム女史は， 大変，行動的で、魅力のある方である。
音楽とダンスを幼稚園の教師になる学生に教えられ，著書もあり， 1週間のスケジュールの
活動をきくと相当なものである。 日本人はどう して団体で行動するのか？と質問され返答に，
少々 こまった。若い世代の人達は 語学を勉強し視野を広める為大いに国際的になってほしい。
0 7月27日 （火） コルストン ホール 9 : 00～10: 45 
＠ 分科会
発表者 Wiliam Salaman (UK) l名欠席
Shinobu Oku (Japan）司会者 Willi Gohl (Switzerland) 
(Japanese Play Songs and Music Education in Primary Schools) 
奈良教育大学の奥先生の発表がある。日本のわらべ歌を例にあげて，地声と訓練した頭声発
声の子供の歌を，テープで聞かせ，地声の斉唱，続いて訓練した合唱を比較し明解に説明し，
効果的に変化を具体的に示した。会津盤梯山などの民謡を紹介した。 夫君も協力 しテープを操
作され， 5才の一穂君も会場に見えていた。半年前から英国に留学し，発表の準備をされた。
話の内容も明確で適切な解説，音声も良く，終了後， 皆さんに握手されその成果を喜ばれた。
国立音楽大学の久納慶一教授の発表もあったが，私はき くことが出来なかった。（24日9: 00) 
＠ 全f本会議 基調演説会 コルス トンホール 11 : 00～ 12: 30 
発表名 John Paynter (UK) 司会者 Fack Dobbs (UK) 
Florencia Pierret (DR) 
David J anley (Australia) Roben Werner (USA) 
「社会における音楽と音楽教育の伝統と変化J総主題について， 3人の発表者の演説。
先ず今回第15回 ESMEの白眉と云うべき，基調演説が，満員の会員が集ったホールである。
ヨーク大学の音楽教授であるペインタ一博士はユーモアに語り始め，大いに笑わせて全f本会議
を盛りあげた。豊かな音声と演説法にかなった立派な態度見振りはさすがである。
「音楽の専門教育における伝統と変化」
次にポーラン ドのアン ドリ ュー ・ラコラスキー博士の演説も，スケールの大きい専門的なも
のであ りむずかしい内容で 把握するのに骨が折れたが国柄をうか Jう事が出来たのは幸い。
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「教育における伝統と変化」
続いてアメリカのノースウエスタン大学教授，ベネット・リーマ博士の講演も，過去， 現在，
未来についでの音楽的思考は，示唆にとんだ豊富な内容のものであった。人聞は変化すること
は自然であり，その考えが実際どんなに新らしく，どんなに珍らしいものであるかを忘れてい
る。人聞がこの惑星に存在している問中，果てしない時の流れを越えで，静止という状態はル
ールであり，逸脱はきわめて例外であった。自然界の全てにおいて， 永久性は不規則性よ りは
るかに優っている。生き残ることは，生命の基本的ルールであり，適応，革新ではなく，それ
本来のメカニズムである。更にアメリカの教育制度の現状にも触れて「望ましい教育をう けた」
すべてのノーマルな子供は機能性を超えて，教育をうけられるという理念，社会は全ての子供
に充分な教育を受けられる機会 訓練だけではない，よ りよいバランスに到達するために，多
くの努力がされているということは喜ばしい。
音楽にとって，基礎教育運動は，それ自身のアイロニーを作り出した。「柔かく，やさしく 」
と審美的教育が信頼するに足るものをもっているという意識があるということは，見通しが，
明るい。目標と結果の持つ表現的，独創的なイマジネーションを通した個人的経験を提供する
ことの意識が音楽，芸術教師の側に出てきたことは希望のきざしである。
学校にどれだけ期待できるか？ 米国において ①学校が達成すべきものは何かつ
② 学校がすべきでないことは何か？ ③ どれくらい積極的に支援できるか？
④心暖まる理想主義の過中にいる我々が理想、と現実のギャップを埋める際にすべき事は何か？
以上の基本的問題に取りくむことを迫られている。いかに多くの教師が，音楽性よりも，方
法論，創造性よりも，技術の発達，音楽的経験の巾広さよりも，範囲をしぼることを強調した
アプローチをf采用していること かグ。
伝統的なものより，インスタントで消耗的な音楽享受の時代に生きていることは嘆わしい。
彼ら を音楽の奴隷とするのではなく ，深い音楽的理解者とすべき教育を思考したい。
この問題に直面した時，はじめて過去，現在，そして将来にわたって予想される自己対決が
生じる。伝統が，芸術にとって現実であり，新らしい世代へと効果的に受け継がれ，音楽教育
の重要なポイントで，伝統から変革を通して以前より，もっと豊かな伝統へと導かれるであろ
う。これ以上にすばらしいビジョンが，他にあろうか？ と結ばれた時には，会場から拍手が
鳴り，大会最大の感動を盛りあげた。三人のディ スカッションも素晴らしい迫力があ り熱気が
溢れた。大会の全貌を記することは出来ないので要約を書くことで後日報告書をよむ事にする。
① ランチタイムコンサート 13: 00～ ブリ ストルキャテドラル
チェコスロヴァキアの学生達のオーケス トラの迫力あるサウ ンズに驚く。女性指揮者は全部
暗譜で，見事なコンダク ト振りに敬服した。聖堂での演奏会は拍手がないのが通常であるが，
チェロ独奏，5重奏など良いア ンサンブルで，技術もしっかりし，音楽性豊かな熱演と，指揮
者の配慮のゆきとどいた，創造性と芸術性に，何度もアンコールの拍手が湧いた。 パスでブリ
ストルユニパースのある山手を廻り，動物園のあるところを見物してホテルに戻る。
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写真6 ポーランドの子供達の演奏風景
① イヴニングコンサー ト
コルストンホール 20: 00～23: 00 
Queensland Conservatorium 
Sing巴rs (Australia) 
男女40名の大学生の若々 しい合唱，
音量豊かな，素晴らしいハーモニー
に心をひかれた。7曲の演奏曲目が
いづれも立派で、，迫力があり， 強弱
が美しく表現され，魅了させられた。
エパンズ先生は自国の学生達に会
って大よろこびで，握手したり抱ょ
うをしたり大変なものであった。私も記念にサイン入りの楽譜をもらい， 親しく話を交し握手
をする。7曲中，MyLord What a Morningが，特に感銘深く聞いた。
Scholares Minores Pro Musica Antigua Poniatowa (Poland) 
ポーランドの国立音楽院の子供達70名による，歌と踊り， パントマイ ム，器楽合奏は中世風
の服装で，可愛ら しい小姓姿の2人の子供がローソクを灯して，両側の階段を降りてきて，暗
い舞台を照らし明るくなった会場に，続いて出てきた子供達の優雅で愛ら しい様子に拍手が，
わいた。6才から17才までの学生達が，足音もたてずに体型を変化させて，いろいろな楽器を
使って，パントマイムで古典的な物語りを音楽や踊りでメ ドレーで繰 りひろげる。古いシェク
スピアの劇を見るようである。 おじぎをする度，拍手があり，伝統的な芸術をみせるのに，ア
ンコールが，何度もある。その見事な演出に，おしみない拍手をおくった。 ポーラン ドの国民
性が豊かに表現されて， 最高の水準である。満員の観客は興奮して大満足の有様であった。
07月28日 （水） ISME General Assembly コルス トンホール 10: 15～11: 45 
① 総会が行われ，逐に8日間の国際会議も最終日となった。各国から参集した1,350名が
それぞれの立場で「社会に於ける音楽，及び音楽教育の伝統と変化」について，聞き，語り，
吸収し，各国の特徴ある演奏に接し，各民族の音楽をき 〉実体にふれ，感動を知った事と思う。
国柄や人種の別を問わず＼空間芸術である音を通し，言葉をこえて理解して共感を持って，
学び合うこ とが出来た。紙数の関係でアウトラインを述べ主観を記したのみに過ぎない。
理論的な研究を，もっと専門的に勉強したく更に精進をかさねたいと切望する。
① 近代ピアノ演奏公開実習 コルストンホール 13: 00～ 14: 00 
発表者 Francois Thiry 
現代音楽のスコアをみると譜面の最中が切りと ってあり，その個所を自由にア レンジして弾
くので，理解がむずかししL 舞台の上に聴衆もならんできく ので，何かを創造していく過程が
意慾的であるのがよく，くみとられた。 ドビッシーの作品を最後に演奏したのでほっとする。
(!) Gala Cone巴rt ガラコンサート コルストンホール 19: 30～22: 30 
とTheCradle of the Hope of Peaceと「平和への願いのゆりかご」
出演団体 Konstanz Brass Enserble (FRG) 
Bedfordshire County Youth Orck巴stra (UK) 
Hiroshima Bradcasting Childr巴n’sChoir (Japan) 
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Malcolm Williamson作曲で，その指揮による初演である。日本の広島放送少年少女合唱団
( 7才～14才）約60名が出演した。紅白のユニホームで正面の2階のステージに座り，両側には
ノルウェー，ハンガリーの青年男女も 200名位が加って，日本の子供達が 「ヒロシマ－Jと斉
唱で歌い， 2人の音楽家のピアノ連弾の伴奏でパイプオルガンも奏され る。 赤いベスト，白
いブラウス姿の日本の子供達の黒い髪がゆれると，会場から可愛らしいと連発された，当日唯
一度のリハーサルで充分とはいえないが懸命に歌って，やがて両側の大合唱も入りオーケスト
ラも加って，最後日を飾るにふさわしい壮大な大合唱となって満席の人達を感動させた。
NHKも取材して後日放送をした。その他数々の演奏もあり，いずれも素晴らしい迫力があ
り各国の人々を感動させず、にはおかなかった。次回第16ISME大会は， 1984年7月8日～14
日までアメリカのオレゴン州，ユージン市のオレゴン州立大学で開催されると発表された。
総会で会費25ドルと決議された。今回の大会全体報告は後日出版される由，テープやニュー
スを求める。日本の委員は東京学芸大学の高萩保治教授で，全日程を終了し，まことに意義深
い大会であった。東洋，西洋，各国の民族音楽の変化， 音楽教育の有り方を学ぶことが出来た。
① A Musical Water Pageant ウォターシェード 23: 00～ 
最終の夜なので演奏会のあと，久納先生，畑玲子先生と共にウォーターシェードにゆく。花
火やイルミネーションの美しい港の夜景を眺め，地元の音楽家達の里子外演奏をきく。珍らしく
暑い夜で，そ Jろ歩きをし賑やかな人出をたのしむ。会期中毎夜社交の時聞があり，催しがあ
ったが，日本人は出席せず今宵は和服姿の畑先生は，皆様に語りかけられ，私も初めて白い服
を着た。オレンジ色の照明が古いレンガの昔の建物を浮きあがらせて，さながら中世にいるよ
うで，宝島やロビンソンクルーソ一物語りに書かれているブリストルの街ともいよいよお別れ
で名残りっきぬ夜であった。隣りのパースは有名な古い保養地である。歩いてホテルに戻る。
07月29日（木） イギリスヒースローより，ボルトカホル， リスボンヘ 13: 55～16: 30 
朝の食卓で、DrRosemary Hallumや，泉と友人になった，フイラデルフィヤからみえた
Miss Chunagna と別れの挨拶をする。語り合える友を得たことをよろこび握手をし御活躍
と旅路の平安を祈る。泉も先に帰国するので見送る。ブリストル，ユニヴアースに泊った方達
と合流して， 10:30ブリストル市を出発する。昼食をヒースロー空港でとり，諸手続を済し，
ポルトガルにむかう。上空から珍らしい風景を眺め，いよいよ南殴の旅行となったのである。
レディからジプシーになった心地で，身も心もかろやかに，南国へとフライトする。
ポルトガルのリスボンもスペインのマドリッド， トレドなど，アンダルシャ地方も全く初め
ての旅なので，期待に胸躍らせて機上に，ゆっくりとくつろいだのである。
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il 南欧民族音楽研究
① Portugal Lisbon Fado ポルトガル民謡ファ ドについて 21 : 00～23: 30 
7月29日夕食後，ファ ドと呼ばれるポルト ガル独特の民謡を聞きに出かけた。暮れなずむ向夜
の空に半弦の月がほのかに浮んでいる。ファドはポルトガルの代表的な民謡と舞踊のことであ
る。大小のギター 伴奏で歌われるものは，恋愛その他の物語りで哀愁に満ち溢れている。その
起源は非常に古く不明で、ある。現在はリ スボンのカ フェや劇場，下層階級の街角で歌われるも
のと，北都の大学都市コインブラの学生達が歌うセレナータふ うの2種類に大別されている。
私達が聞いたのは，観光客むけのカフェテリ ヤの店で，中に入ると奥と両側に客席が200名
位入れる中位のものであったO すでに始まって繰返されているら しく待って奥の席に案内される。
地酒をのみ気楽に食事をしたり して聞く 。ローソクの灯の木のテーブルで地酒をのみ陽気に待
っとやがて鳥の羽のついた黒い帽子をかぶり民族衣装をつけた男女4人の踊りがはじま った。
長い白いソ ックスに黒いエナメルの靴で足音を高く調子をと り，スクエヤーダンス を踊る。手
拍子を入れ賑やかな リズムで舞踏を20分位，輪になったりはなれた り軽やかに踊り廻る。
舞台は暗い照明になって，ガス燈に似たポールに火がともり，歌手が現われ歌いはじめた。
黒いショ ールをまとって 「葡萄酒の声」と云われる独特な声で， 哀愁を含んだ切々とした悲劇
的なボルト ガルの民話を数曲きかせた。軍政下にあって社会状勢も良くないようである。愛国
心も冒険心も強い人種で，その文明も早くから発達し花聞いた。日本との関係も深い国である。
三方に姿勢をかえ，ギターのむせぶような伴奏で数曲うたった。曲名も歌詞も解らないが，い
ずれも悲哀が伝つでく るものばかりであった。どの歌手も黒衣で歌うという ことである。
1974年に革命があり軍事政権の政治が行われ，夜の治安はよく ないとき く。街の家は中世の
華やかな文明の後が残り古いタイルの紋章がかべに模様を創っている。ロシオ広場の大理石の
黒白のモザイク模様，ベレン島の世界一大きい大理石の世界地図には日本もあり，1543年と年
号が記入しであった。マルコポーロやコロンブスも船出したその記念のオベリウスを見学した。
① Toledo Spain 
8月1日 （日） トレドの大聖堂の合唱台 （ディテール） 及びパイプオルガンについて。
スペイン帝国の旧い要塞が，そのま 冶現代に残されているトレドは，西暦前 190年にローマ
の軍隊に征服されたが後イベリヤ半島は 5世紀にゲルマン族によって占領され，西暦569年に
西ゴ トー族の王レビヒルドは， その王国の首都とした。後アラピヤ人に攻略されたが，カステ
ィーリヤ王国のアルフォンソ 6世の指揮下に，キリスト教徒の軍隊が1085年5月25日にト レド
侵入に成功し，その時から政治的にも文化的にもスペインの歴史の中心とな り重要なゴシック
寺院の素晴ら しいカテドラルが建立された。聖王フェルナンド3世によって1227年に創立され
約 200年後に工事が完成した。聖堂全体が美術館である。合唱台はスペインー立派なもので，
2組の木彫の椅子が低部50個はく るみ材でゴシック様式，上部70個はルネサンス様式。美しい
バロック様式（18世紀）のオルガンは左，ネオクラシッ ク様式のものは右と 2台のオルガンがある。
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その精功な薄肉彫は偉大な工芸家，ロドリコ (15世紀）とフランスのボルゴーニヤとベルゲラ
(16世紀）の作品ときく 。このような見事な歌台をみて，日躍で内障の扉がひらいでいたのを
幸その席に腰をおろしてしばし黙祷をさ、げた。私は12才から聖歌隊になり毎主日礼拝に奉仕
し今日まで奏楽や冠婚葬祭の折のオルガン演奏も数多くしてきたが，この様な古い歴史的な，
大聖堂の立派な合唱席に座したのは初めてのことである。どんな人達がこの聖所で神を讃美し
たのであろうか ？13世紀の古いカンテの数々を思い出した。永遠な るものへの遥かなる想いが
去来する。ふと嘆想からさめ高い天井を見上げると自然光の中に聖母アリアと御子の像が，浮
んで巻絵をみるような光景であった。展望台には新婚のカップルがいて眺望に花をそえた。
① Flamenco Jaroines Neptuno の鑑賞 8月1日 （日） 22: 00～24: 00 
スペインの華といわれるフラメ ンコはスペイン南部のアンダルシア地方に発達したジプシー
起源の音楽と舞踏である。歌はカ ンテフラメン コ （Cante), 舞踏はパイレフラメンコ（baile)
という。語源はいろいろあるが炎を意味する。下層民の言葉で粋なとか派手と いう意味を持ち
ジプシーの音楽舞踏に用いられている。今日演奏される曲種は，アレグリーアス，プレリーア
ス，カーニヤ，カルセーラス， ウェル；fのファンタゴ，グランテ，フ ァッ ルカ，ノfレオ，マラ
ゲーニヤ，マルテイネ ラース， ポロ，ルンバ，ヒターナ，サエタ，セビリヤー ナス， シギリヤ
ス，ソレア レース， タランタス，テイ エン トス，ベルデイアレス，サノfテアートなどがある。
カンテ （歌）もパイレ（舞踏）もギターの伴奏で行われ，カスタネッ トも用いられている。
ジプシーはアンダルシア地方の岩をくりぬいた家に住み，白いかベに，手拍子，足拍子， カス
タネットのリズムが反響し，次第に高揚し熱情的にはげしいものとなって炎のように燃えあが
る音楽なのである。大きな店の階下は観光客で溢れていた。 2階の正面の特別席で舞台を見下
す所に席がとれた。色彩豊かな原色のフリルの多い独特な民族衣装は，花が咲いたよう に華麗
である。7名のダンサーが並んで腰かけ，次 と々 l名づっ踊る。カスタネットや手拍子でリズ
ムをとり足拍子も賑やかに くるくる廻る。オーレオーレグとかけ声をかける。ギターの音色
もあざやかにかきならす。黒い髪がゆれ，瞳がキラキラ輝いて，開酔するような舞踏に魅了さ
れる。男性の歌手も出演し 2時間はまた泊く 聞に過ぎ，まだ続くようであったがホテルに戻る。
① GRANDA ESPANA ANDALUCIA La Alhambra 宮殿 8月2日
写真7 アランプラ宮殿 テラスより眺望 マドリッド～グラナダまで60分の
フライトでアンダルシア地方につ
く。アラ ンブラ宮殿は回教芸術の
サラセン文化の華麗さ を極めたも
ので，16世紀スペイ ン黄金時代に，
カルロス五世が建てたものである。
回教の影響が残されアラビアン
ナイ ト物語りを思わせる。ホテル
アルハンブラパレスも素晴しい。
212 林 ：第15回音楽教育国際会議（英国ブリストル市開催）出席及び南欧民族音楽研修
アラネヤスの中庭から，サクロモンテやアルパシンが見渡され遠くネパタ山脈も眺望される。
ライオ ンが12頭支えている噴水は，天人花の美しさと調和し心ひかれるものがある。広聞は
アラベスク模様のすかし彫の大理石を通して吹きぬける風が涼しく， ネパタ山脈の雪どけの地
下水が床を冷して外気の暑さをしのぐ工夫がされている。 「アンペンラスの間」を ぐるりと四方
をかこむ音楽を奏した回廊をみたが，楽土達は全て盲であったとき く。街全体もオレン ジ色と
青い瓦で東洋風で、回教とキリスト教の寺院が半数位で不思議なた〉ずまいであった。アラビア
音楽は衰亡したが，響の中には東洋的なものが現在でも残っているのである。
夜 22: 30 グラナダで開催されたフェステパルを鑑賞しに出かけた。真夏の夜は暑 く，天幕
の中は星空がみえ，多数の観客がつめかけていた。各地から集った若い歌手，踊手が，その技
術を競うフェステパルでさすがに洗練された見事なテクニックと斬新な演出法で，次々フラメ
ンコやギタ 独ー奏， 男性，女性のソロや群舞は，はげしいリズムと華麗さに，さすが本場の民族
性豊かなものが披露され素晴らし く迫熱したものであった。客席からオーレオーレグと呼ばれ
拍手が湧きあがる。若手のダンサーが30分も手拍子足拍子でソロ を踊り，むちの様にしなやか
に動くリズムの舞踊にあらしのよ うな喝采をあびた。帰り に 「貴方のはNo.lの踊りでした」と
讃めると日本語で「ドーモアリガトーゴザイマス」と汗び、っしょりで深々と札をしたので驚く 。
マドリ ッドの観光客むけのショ ーと異った真夏の饗宴であり，南国に旅し大いに満足で、ある。
写真8 アンダルシア民族音楽 フラメンコフェステパル見学の夜更け
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① SIVIC.LIA 8月3日 （火）～4日（水） Colon Hotel Spain 
ロッシニ作曲，セビリヤの理髪師，ジョルジュ ・ビゼ一作曲のカルメン等のオペラの舞台と
なったセピリヤ市は，スペイン南部にある大都会である。 1820年代に画かれているオペラは現在
でも世界中で上演されている。理髪師の店のモデルであった街角やカルメンの女工を していた
タバコ工場の建物は今は大学となっている。熱い南国の太陽の光に照ら されたその場所を見学
して，あの中長なオペラの創作されたのもなる干皇とうなずけた。ジャスミン，ブーゲンピリヤ，
ハイビスカス，さるすべりの色彩が真赤に咲き，情熱の国であるスペインの音楽の歴史的背景
など認識を深めた。カルメンのオペラのアリヤやハパネラなど口ずさんでステージの場面を想う。
① MALLO RCA マジョルカ島 8月4日～6日 Son Vida Castle Hotel 
パルマの郊外にある世界で最も美しい所にあるすばらしいヴァルデモーザ修道院は，15世紀
から18世紀に建てられカルト ウジオ会に属した。1838年秋から翌年5月までシ ョパンとサンド
が愛の軌跡をのこした所で有名である。ショパンの病気療養の為 女流文学者のサンドが借り
た修道院の僧庵は，ショパン博物館として訪れるものが多い。地中海にある島は，オ レンジ，
オリー ブ， アーモンドの樹齢1,000年になる古木ゃぎくろ，いち Jく，アロエ，サボテン等が
繁り，ぶどうに覆われたバルコニー，ムーア風，アラブ風の建物が美しい。ノクター ン作品37の
にマズルカ作品4の2，プレリュー ド作品28の4等が作曲された。病の床で書かれた 3曲に
は，パルマにて11月28日と書かれた 5椋紙が残されている。彼の胸像やピアノの前には，紅白
のばらが置かれてあった。外気の暑さと異り庵室は石づくりで，冷やりとしていた。当時は，
薬剤士と堂守，料理女の 3人しか居らず，修道院の回廊を吹きぬける風も強く荒れていたとい
う。私の知人であるエリザベス ・サンダースホームの園長であった故沢田美喜女史も1980年5
月この地で客死され，丁度15夜の名月の宵であった。 同行した文教大学の山田常三先生が，「天
の原ふりさけみれば春日なる 三笠の山に出でし月かな」（仲磨呂の和歌）を詠じ られた。
写真9 ゼピリアの舞台となった街角にで 写真10 パリオペラ座前で筆者
可，  
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① Paris Ambassador Concorde Hotel 8月6日（金）～8日（日）
華のパリはいつきでも魅惑的で蓋きぬ情緒のある都市である。オペラ座，パリ音楽院やオペ
ラ博物館についても書きたいが紙数がないので割愛することにし，ロワール城巡りをのべたい。
8月7日 オルレリアン地方のカロリン王朝時代の古城巡りに出かけた。 10世紀後半建られ
た城は防衛の為の城といっても，他国のいかめしい城と異り円型の窓や螺旋状の階段，屋根の
スレートまで波状で美しい曲線でシックでまことに優雅で、ある。オルレリアンの少女の物語り
は14世紀の事で，イギリスと 100年戦争の有名な話である。ルイ 12世が1512年イタリーを征服
しルネサンス文化に魅せられ， ミケランジエロ等の芸術家を招待して創らせたシャルル8世の
城のた、ずまいは華麗と優美の極である。アンポワーズ城，アンジ、エ城の最も古い168mの長さの，
黙示録の壁布は傑作でFある。シャンポール城はフランスのルネサンスのシンボルであろう。
幻想的なT頁塔は完全なシンメトリィ芸術である。モリエール一座（国王の劇団）によって喜
劇や音楽が演じられたシュノンソ一城はシェル河に浮んだ白鳥のようであった。幾多の歴史や物
語りが秘められているか興味深い。その庭園の様式は人工の美の極で，思わずシャンソンの l
節“エモシアジュドゥロマンス”をくちずさませる程の眺望であった。
N おわりに
故浅井淑子院長先生の委嘱をうけ北海道ドレスメーカ一女学院20周年の年に，駒ヶ峰大三先
生の後の合唱団常任指揮者となり今日まで女声合唱を続け24年たった。思えば昭和17年NHK 
放送合唱団に入団し40年が過ぎ，当時綿引夏先生に「詩人の恋」ゃ「女の愛と生涯」のレッス
ンをうけ夢中で歌って声楽の道を歩んだ。今回の旅で先生と同期に東京芸術大学に居られた，
文教大学の山田常三教授や札幌出身の桜美林大学の渡辺麗子先生，奈良教育大学の吉田弘子先
生等多くの方と親交を得て深いえにしをおぼえた。日本の伝統音楽である宝生流，東扇会の公
演会を 8月15日に鑑賞し，人間国宝である方達の至芸に接し，巻絹，羽衣，紅葉狩，千鳥など
世界に誇り得る幽玄の謡曲f士舞を感銘深く聞いた。日本の西洋音楽の技術も遜色はないが，伝
統と精神を次の世代に正しく教育し発展させてゆくべきかを思考し 洋の東西を問わず興えら
れた文化を大切にしたいと願うものである。アッシジの聖者が，太陽は兄弟月は姉妹と歌った
が Twinkle. Twinkle. Little Star/ How I, wonder what you are.自然界の風のそよ
ぎ，小川のせ冶らぎ，小鳥のさえずりにも音楽の原点がある。次の第16回 ISME国際会議は，
1984年7月，米国，オレゴン州ユージン市のオレゴン大学で開催される。総主題は『小さな惑
星のための音楽』となっている。幼児教育に於でそれらの音楽の発生を見さだめで，更に芸術
性豊かな美しいものへの憧れを見出してゆきたいものである。本年は本学創立20周年記念の年
で北海道女、子短期大学の発展を心からのぞみ，今回の研修旅行を許可して戴いたことに，厚く
御礼を申し上げて紀行文を終ります。
(1983・5・10)
